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E人52 倒 ti業内転移 (pm2)を伴う糊手街酬の検討
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[13的11臨調1業内転務 (pm2)を伴う結婚手権益倒の予後を病

議所見関子加に検討した.

{対象]1984 年~2∞3年に路発性蹄舗に対して完全切除手衝

を施行された症例のうち，病理学的に他腕業向転移 (pm2)が

認められたは症例(平均年齢63.4綾)を対象にした.

{方法}摘出標本の組織翠，原発藤議後，リンパ節転移，鈎銭

授務，腕膜鑓毅，勉腕業転務め偶数について組織学的に検索

し，各潟子加に生持強離を求めて予後を検討したe またt f也腕
築転移巣の切除法(nl事業切除あるいは続部分切絵)}Jリによ3可愛を
検討した，

{結集}各関子のうち，組織裂が締気管支蹄飽上皮議 (BAC)

である群， n車線E実弾力箆浸潤のない(pO)群，鞠膜播種のない

(dO)群i立高意に投;存予後が良好だった，

{結議}他都業向転移 (pm2)を伴う揖ifI監は IV期であり，予後

不良であるとされているが， BACや pOや dOで完全切除が見

込める症例は，手続によって比較的良野な予後が得られる可

能性がある.
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